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開会 午前１０時 ０分 

 

○議長（日下昭治） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は21名、議会は成立いたしました。 

  これより本日の会議を開きます。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

○議長（日下昭治） 議案第１号から議案第15号までの15議案及び請願第１号の１件を一括議

題といたします。 

  決算審査特別委員会及び各常任委員会に付託いたしました議案等の審査結果は、お手元に

配付のとおりであります。 

  配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 配付漏れないものと認めます。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎日程第１ 決算審査特別委員長報告 

○議長（日下昭治） 日程第１、決算審査特別委員長報告。 

  これより、各常任委員会に付託いたしました議案審査の経過と結果について、委員長の報

告を求めます。 

  委員長林七巳議員、ご登壇願います。 

（決算審査特別委員長 林 七巳 登壇） 

○決算審査特別委員長（林 七巳） それでは、決算審査特別委員会委員長の報告を申し上げ

ます。 

  去る９月６日の本会議におきまして、本委員会に付託されました議案第１号、平成24年度

旭市一般会計決算の認定について、議案第２号、平成24年度旭市国民健康保険事業特別会計

決算の認定について、議案第３号、平成24年度旭市後期高齢者医療特別会計決算の認定につ
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いて、議案第４号、平成24年度旭市介護保険事業特別会計決算の認定について、議案第５号、

平成24年度旭市下水道事業特別会計決算の認定について、議案第６号、平成24年度旭市農業

集落排水事業特別会計決算の認定について、議案第７号、平成24年度旭市水道事業会計剰余

金の処分及び決算の認定について、議案第８号、平成24年度旭市病院事業会計決算の認定に

ついての発議案について、審査経過並びに結果を申し上げます。 

  去る９月13日及び17日のそれぞれ午前10時より、議会委員会室において議案の説明のため

執行部より、副市長、教育長ほか関係課長等の出席を求め、本委員会を開催いたしました。 

  それでは、審査の内容について、主な質疑とその答弁の内容を申し上げます。 

  初めに、議案第１号の主な質疑３点について申し上げます。 

  １点目として、市税の収納率が改善されてきているが、平成24年度はどのような取り組み

をしたのかとの質疑では、預貯金や給与、生命保険など財産調査件数を増やし、それに伴っ

て、差し押さえ件数も増やしたとの答弁がありました。 

  ２点目として、福祉タクシー利用助成事業について、タクシー事業者数と利用数はどのく

らいかとの質疑では、事業者数は33社で、利用人数は560人との答弁がありました。 

  最後に、３点目として、災害に強い地域づくり事業の備品購入費の具体的な内容はとの質

疑では、カセットガス式発電機を20機、防災備蓄倉庫を三川小と飯岡小の２か所、避難所用

の間仕切りを150セット購入したとの答弁がありました。 

  次に、議案第５号の主な質疑について申し上げます。 

  汚泥等運搬処理業務委託料863万8,980円の内容はとの質疑では、汚泥の処分量は412トン

で１トン当たりの運搬費用を含め約２万1,000円になる。また、搬出先は栃木県で、セメン

トの材料として排出しているとの答弁がありました。 

  次に、議案第８号の主な質疑２点について申し上げます。 

  １点目として、職員数について、事務員が増員しているが、その理由と業務内容はとの質

疑では、患者の待ち時間を短縮させる施策の一つとして、医師の事務作業を軽減することを

目的に、医師の事務作業補助員を増員したとの答弁がありました。 

  ２点目として、平成24年度の企業債の償還は11億1,800万円だが、今後再整備事業の償還

を迎え、返済のピーク時期とその償還額はとの質疑では、返済のピークは平成27年度で、償

還額は24億6,300万円となるとの答弁がありました。 

  以上、主な質疑及び答弁内容について申し上げましたが、審査の結果、別紙報告書のとお

り、議案第１号から議案第６号までと、議案第８号の７議案は全員賛成で認定することと決
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し、議案第７号は全員賛成で原案のとおり可決及び認定することに決しました。 

  以上のとおり報告いたします。 

  平成25年９月26日、決算審査特別委員長、林七巳。 

○議長（日下昭治） 決算審査特別委員長の報告は終わりました。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎日程第２ 質疑、討論、採決 

○議長（日下昭治） 日程第２、質疑、討論、採決。 

  これより質疑、討論、採決を行います。 

  議案第１号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第１号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第１号について採決いたします。 

  議案第１号、平成25年度旭市一般会計補正予算の議決について、賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第１号は認定することに決しました。 

  続いて、議案第２号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第２号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 
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  これより議案第２号について採決いたします。 

  議案第２号、平成24年度旭市国民健康保険事業特別会計決算の認定について、賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第２号は認定することに決しました。 

  続いて、議案第３号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第３号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第３号について採決いたします。 

  議案第３号、平成24年度旭市後期高齢者医療特別会計決算の認定について、賛成の方の起

立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第３号は認定することに決しました。 

  続いて、議案第４号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第４号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第４号について採決いたします。 

  議案第４号、平成24年度旭市介護保険事業特別会計決算の認定について、賛成の方の起立

を求めます。 

（賛成者起立） 
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○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第４号は認定することに決しました。 

  続いて、議案第５号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第５号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第５号について採決いたします。 

  議案第５号、平成24年度旭市下水道事業特別会計決算の認定について、賛成の方の起立を

求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第５号は認定することに決しました。 

  続いて、議案第６号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第６号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第６号について採決いたします。 

  議案第６号、平成24年度旭市農業集落排水事業特別会計決算の認定について、賛成の方の

起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第６号は認定することに決しました。 

  続いて、議案第７号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第７号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第７号について採決いたします。 

  議案第７号、平成24年度旭市水道事業会計剰余金の処分及び決算の認定について、賛成の

方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第７号は可決及び認定することに決しました。 

  続いて、議案第８号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第８号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第８号について採決いたします。 

  議案第８号、平成24年度旭市病院事業会計決算の認定について、賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第８号は認定することに決しました。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎日程第３ 常任委員長報告 

○議長（日下昭治） 日程第３、常任委員長報告。 

  これより、各常任委員会に付託いたしました議案審査の経過と結果について、各委員長の
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報告を求めます。 

  初めに、建設経済常任委員会委員長、平野忠作議員、ご登壇願います。 

（建設経済常任委員長 平野忠作 登壇） 

○建設経済常任委員長（平野忠作） 建設経済常任委員会委員長の報告を申し上げます。 

  去る９月６日の本会議において、本委員会に付託されました議案第９号、平成25年度旭市

一般会計補正予算の議決についてのうち本委員会所管事項について、議案第11号、平成25年

度旭市農業集落排水事業特別会計補正予算の議決について、議案第15号、財産の無償貸付に

ついての３議案について、審査経過並びに結果を申し上げます。 

  去る９月19日午前10時より、議会委員会室において議案説明のため執行部より、副市長ほ

か関係課長等の出席を求め、本委員会を開催いたしました。 

  それでは、審査内容について主な質疑とその答弁の内容を申し上げます。 

  初めに、議案第11号の主な質疑について申し上げます。 

  江ヶ崎地区の排水施設の修繕費について、毎年どの程度費用がかかっているのかとの質疑

では、江ヶ崎地区は供用開始から15年が経過し、今回のポンプ修繕は初めてだが、毎年300

万円から400万円の修繕を行っているとの答弁がありました。 

  次に、議案第15号の質疑について申し上げます。 

  大浴場について、貸付先業者はどのように考えているのかとの質疑では、貸付先業者とし

ては、ボイラー等、機器の修理費用の問題もあるが、大浴場はホテルの経営上、重要な施設

として考えており、再開を視野に入れて検討していきたいと伺っているとの答弁がありまし

た。 

  以上、主な質疑及び答弁内容について申し上げましたが、審査の結果、別紙報告書のとお

り、３議案とも全員賛成で、それぞれ原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上のとおり報告いたします。 

  平成25年９月26日、建設経済常任委員長、平野忠作。 

○議長（日下昭治） 建設経済常任委員長の報告は終わりました。 

  続いて、文教福祉常任委員会委員長、島田和雄議員、ご登壇願います。 

（文教福祉常任委員長 島田和雄 登壇） 

○文教福祉常任委員長（島田和雄） 文教福祉常任委員会委員長の報告を申し上げます。 

  去る９月６日の本会議において本委員会に付託されました議案第９号、平成25年度旭市一

般会計補正予算の議決についてのうち本委員会所管事項について、議案第10号、平成25年度
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旭市国民健康保険事業特別会計補正予算の議決について、議案第12号、平成25年度旭市病院

事業会計補正予算の議決について、議案第13号、旭市子ども・子育て会議条例の制定につい

ての４議案について、審査経過並びに結果を申し上げます。 

  去る９月２０日午前10時より議会委員会室において、議案説明のため執行部より教育長ほ

か関係課長等の出席を求め、本委員会を開催いたしました。 

  それでは、審査内容について主な質疑とその答弁内容を申し上げます。 

  議案第９号の審査内容について、主な質疑２点とその答弁内容を申し上げます。 

  １点目として、小規模介護施設整備事業284万4,000円について、小規模介護施設のスプリ

ンクラー設置に対する補助ということだが、市内の全施設にスプリンクラーが整備されてい

るのかとの質疑では、高齢者福祉課が所管する認知症グループホームは市内に４か所あり、

３か所については平成22、23年度で整備が終了し、今回の施設が最後となるとの答弁があり

ました。 

  ２点目として、子ども・子育て支援事業について、どのような委員で構成されるのかとの

質疑では、事務局の案としては学識経験者１名、教育関係者３名、保育関係者２名、子育て

支援事業従事者２名、保護者５名、そのほか市長が認める者２名の計15名を考えているとの

答弁がありました。 

  以上、主な質疑及び答弁内容について申し上げましたが、審査の結果、別紙報告書のとお

り、４議案とも全員賛成で、それぞれ原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上のとおり報告いたします。 

  平成25年９月26日、文教福祉常任委員長、島田和雄。 

○議長（日下昭治） 文教福祉常任委員長の報告は終わりました。 

  続いて、総務常任委員会委員長、木内欽市議員、ご登壇願います。 

（総務常任委員長 木内欽市 登壇） 

○議長（日下昭治） 総務常任委員会委員長の報告を申し上げます。 

  去る９月６日の本会議において、本委員会に付託されました議案第９号、平成25年度旭市

一般会計補正予算の議決についてのうち本委員会所管事項について、議案第14号、旭市防災

会議条例及び旭市災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定についての２議案について、

審査経過並びに結果を申し上げます。 

  去る９月24日午前10時より、議会委員会室において議案説明のため執行部より副市長ほか

関係課長等の出席を求め、本委員会を開催いたしました。 
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  それでは、議案第９号の審査内容について、主な質疑とその答弁の内容を申し上げます。 

  災害復興基金積立金については、補正後の残高と充当を予定している事業の具体的な内容

はとの質疑では、災害復興基金積立金の残高は16億9,513万7,000円で、充当する事業は津波

で床上浸水を受け、半壊以上の被害を受けた住宅で市内に住宅再建を行う世帯に対し、その

費用の一部を補塡するものであると答弁がありました。 

  以上、主な質疑及び答弁内容について申し上げましたが、審査の結果、別紙報告書のとお

り２議案とも全員賛成で、原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上のとおり報告いたします。 

  平成25年９月26日、総務常任委員長、木内欽市。 

○議長（日下昭治） 総務常任委員長の報告は終わりました。 

  以上で、付託議案に対する各委員長の報告は終わりました。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎日程第４ 質疑、討論、採決 

○議長（日下昭治） 日程第４、質疑、討論、採決。 

  これより質疑、討論、採決を行います。 

  議案第９号の各委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第９号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第９号、平成25年度旭市一般会計補正予算の議決について、賛成の方の起立を求めま

す。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 賛成多数。 

  よって、議案第９号は原案のとおり可決されました。 
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  続いて、議案第10号の委員長の報告に対して質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第10号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  議案第10号、平成25年度旭市国民健康保険事業特別会計補正予算の議決について、賛成の

方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第10号は原案のとおり可決されました。 

  続いて、議案第11号の委員長の報告に対して質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第11号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第11号について採決いたします。 

  議案第11号、平成25年度旭市農業集落排水事業特別会計補正予算の議決について、賛成の

方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第11号は原案のとおり可決されました。 

  続いて、議案第12号の委員長の報告に対して質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第12号について討論に入ります。 
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  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第12号について採決いたします。 

  議案第12号、平成25年度旭市病院事業会計補正予算の議決について、賛成の方の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第12号は原案のとおり可決されました。 

  続いて、議案第13号の委員長の報告に対し質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第13号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第13号について採決いたします。 

  議案第13号、旭市子ども・子育て会議条例の制定について、賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第13号は原案のとおり可決されました。 

  続いて、議案第14号の委員長の報告に対し質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第14号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第14号について採決いたします。 

  議案第14号、旭市防災会議条例及び旭市災害対策本部条例の一部を改正する条例の制定に
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ついて、賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、議案第14号は原案のとおり可決されました。 

  続いて、議案第15号の委員長の報告に対し質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより議案第15号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第15号について採決いたします。 

  議案第15号、財産の無償貸付について、賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 賛成多数。 

  よって、議案第15号は原案のとおり可決されました。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎日程第５ 常任委員長陳情報告 

○議長（日下昭治） 日程第５、常任委員長陳情報告。 

  これより文教福祉常任委員会に付託いたしました陳情審査の経過と結果について、委員長

の報告を求めます。 

  文教福祉常任委員長、島田和雄議員、ご登壇願います。 

（文教福祉常任委員長 島田和雄 登壇） 

○文教福祉常任委員長（島田和雄） 文教福祉常任委員会委員長の陳情報告を申し上げます。 

  去る９月６日の本会議において付託されました陳情第１号、生活保護法を「改悪」しない

よう意見書の提出を求める陳情について、審査経過並びに結果を申し上げます。 

  陳情審査は９月２０日、付託議案の審査終了後、担当課より本陳情の内容について詳しく

説明を受け、直ちに審査を行いました。 
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  審査では、生活困窮者支援団体等、一部の団体からの反対意見があるものの、全国知事会

や全国市長会から生活保護制度を見直すよう提言が出されている。不正受給者をなくすため

にも法律の改正が必要ではないかとの意見が出され、審査の結果、別紙報告書のとおり賛成

者はなく、不採択と決しました。 

  以上のとおり報告いたします。 

  平成25年９月26日、文教福祉常任委員長、島田和雄。 

○議長（日下昭治） 文教福祉常任委員長の報告は終わりました。 

  以上で付託陳情に対する委員長の報告は終わりました。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎日程第６ 質疑、討論、採決 

○議長（日下昭治） 日程第６、質疑、討論、採決。 

  これより質疑、討論、採決を行います。 

  陳情第１号の委員長の報告に対し、質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより陳情第１号について討論に入ります。 

  討論の通告はありません。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより議案第１号について採決いたします。 

  この陳情に対する委員長の報告は不採択です。 

  陳情第１号、生活保護法を「改悪」しないよう意見書の提出を求める陳情について、採択

と決するに賛成の方の起立を求めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 賛成少数。 

  よって、陳情第１号は不採択と決しました。 

  ここでしばらく休憩いたします。 
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休憩 午前１０時３４分 

 

再開 午前１０時５１分 

 

○議長（日下昭治） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

  本日、発議案が提出されました。 

  提出されました発議案は、発議第１号、地方税財源の充実確保を求める意見書の提出につ

いての１発議案であります。 

  配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 配付漏れないものと認めます。 

  ただいま、発議案に伴う日程の追加について、議会運営委員会を開催していただきました。

その結果につきまして、議会運営委員長の報告を求めます。 

  委員長、佐久間茂樹議員、ご登壇願います。 

（議会運営委員長 佐久間茂樹 登壇） 

○議長（日下昭治） ただいま議会運営委員会を開きまして、発議案の提出に伴う追加日程に

ついて協議をいたしましたので、その内容について、私よりご報告申し上げます。 

  本日提出されました発議案は、発議第１号、地方税財源の充実確保を求める意見書の提出

についての１議案であります。 

  それでは、議事日程の協議結果について申し上げます。 

  お手元に配付してあります平成25年旭市議会第３回定例会、議事日程その３、本日９月26

日木曜日をご覧いただきたいと思います。 

  このあと、追加日程第１、発議案上程、追加日程第２、提案理由の説明、追加日程第３、

質疑、討論、採決、以上のとおりでございます。 

  よろしくお願いいたします。 

○議長（日下昭治） 議会運営委員長の報告は終わりました。 

  おはかりいたします。 

  発議第１号の１発議案を本日の日程に追加し、直ちに議題とすることにご異議ありません

か。 

（「異議なし」の声あり） 
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○議長（日下昭治） ご異議なしと認めます。 

  よって、本議案を本日の日程に追加し、直ちに議題とすることに決しました。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎追加日程第１ 発議案上程 

○議長（日下昭治） 追加日程第１、発議案上程。 

  発議第１号の１発議案を上程いたします。 

発議第１号 地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎追加日程第２ 提案理由の説明 

○議長（日下昭治） 追加日程第２、提案理由の説明。 

  提案理由の説明を求めます。 

  発議第１号について、提出者木内欽市議員、ご登壇願います。 

（１５番 木内欽市 登壇） 

○１５番（木内欽市） それでは、発議第１号について提案理由を申し上げます。 

  本発議案については、意見書を朗読して提案理由の説明に代えさせていただきます。 

  「地方税財源の充実確保」を求める意見書。 

  地方財政は、社会保障関係費などの財政需要の増加や地方税収の低迷等により、厳しい状

況が続いている。こうした中、基礎自治体である市が、住民サービスやまちづくりを安定的

に行うためには、地方税財源の充実確保が不可欠である。 

  よって、国においては、下記事項を実現されるよう強く求める。 

記 

  １．地方交付税の増額による一般財源総額の確保について。 

  （１）地方単独事業を含めた社会保障関係費の増など地方の財政需要を、地方財政計画に

的確に反映することより、一般財源総額を確保すること。 

  （２）特に地方の固有財産である地方交付税については、本来の役割である財源保障機

能・財源調整機能が適切に発揮されるように増額すること。 
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  （３）財源不足額については、臨時財政対策債の発行等によることなく、地方交付税の法

定率の引上げにより対応すること。 

  （４）依然として厳しい地域経済を活性化させる必要があることから、地方財政計画にお

ける歳出特別枠を維持すること。 

  （５）地方公務員給与の引下げを前提として、平成25年度の地方交付税が削減されたが、

地方の固有財源である地方交付税を国の政策誘導手段として用いることは、避けるこ

と。 

  ２．地方税源の充実確保等について。 

  （１）地方が担う義務と責任に見合う税財源配分を基本とし、当面、国と地方の税源配分

を「５：５」とすること。 

     その際、地方消費税の充実など税源の偏在性が小さく、税収が安定的な地方税体系

を構築すること。 

  （２）個人住民税は、その充実確保を図るとともに、「地域社会の会費」という基本的な

性格を踏まえ、政策的な税額控除を導入しないこと。 

  （３）固定資産税は、市町村の基幹税目であることから、その安定的確保を図ること。 

     特に、償却資産の根幹をなしている「機械及び装置」に対する課税等については、

現行制度を堅持すること。 

  （４）法人住民税は、均等割の税率を引き上げること。 

  （５）自動車重量税及び自動車取得税は、代替財源を示さない限り、市町村への財源配分

の仕組みを含め現行制度を堅持すること。 

  （６）ゴルフ場利用税は、ゴルフ場所在の市町村にとって貴重な税源となっていることか

ら、現行制度を堅持すること。 

  （７）地球温暖化対策において地方自治体が果たしている役割を踏まえ、地球温暖化対策

譲与税を新たに創設するなど、地方税財源を確保する仕組みを構築すること。 

  以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。 

  意見書の提出先でございますが、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、内閣官房長官、内

閣府特命大臣宛てでございます。 

  皆様のご賛同をお願い申し上げまして、提案理由といたします。 

○議長（日下昭治） 提案理由の説明は終わりました。 
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 ──────────────────────────────────────────  

 

◎追加日程第３ 質疑、討論、採決 

○議長（日下昭治） 追加日程第３、質疑、討論、採決。 

  これより質疑、討論、採決を行います。 

  発議第１号の１発議案を順次議題といたします。 

  発議第１号について質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 質疑なしと認めます。 

  これより討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（日下昭治） 討論なしと認めます。 

  これより採決いたします。 

  発議第１号、地方税財源の充実確保を求める意見書の提出について、賛成の方の起立を求

めます。 

（賛成者起立） 

○議長（日下昭治） 全員賛成。 

  よって、発議第１号は原案のとおり可決されました。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎日程第７ 事務報告 

○議長（日下昭治） 日程第７、事務報告。 

  事務報告を求めます。 

  総務課長、登壇してください。 

（総務課長 米本壽一 登壇） 

○総務課長（米本壽一） 篤志寄附を受納しましたので、ご報告いたします。 

  １つ、金34万2,000円を住宅エコポイント事務局様より、６月21日受納いたしました。 

  １つ、金10万円を、ともにがんばろう東日本実行委員会様より、６月26日受納いたしまし
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た。 

  １つ、金10万6,000円を関松秀様より、７月１日受納いたしました。 

  １つ、豚肉280キログラムを株式会社千葉県食肉公社様より、７月11日受納いたしました。 

  １つ、金40万円を株式会社エージー・ジャパン様より、７月11日受納いたしました。 

  １つ、金10万円をカレーで旭を元気にする会様より、８月16日受納いたしました。 

  １つ、一輪車10台及びホッピング３本を野ばらの会様より、８月21日受納いたしました。 

  １つ、金20万円を情報産業労働組合連合会千葉県協議会様より、８月27日受納いたしまし

た。 

  以上で事務報告を終わります。 

○議長（日下昭治） 事務報告は終わりました。 

 

 ──────────────────────────────────────────  

 

◎日程第８ 閉  会 

○議長（日下昭治） 以上をもちまして、本定例会に提出されました議案等の審議は全部終了

いたしました。 

  これにて、平成25年旭市議会第３回定例会を閉会いたします。 

  長期間にわたり、大変ご苦労さまでございました。 

 

閉会 午前１１時 ２分 
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